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2026 年６⽉ 19 ⽇ 
各 位 

株式会社キムラタン 
 

新製品のリリース及びラヴィベル株式会社との業務提携に関するお知らせ 
 

当社は、成⻑戦略の柱の⼀つとして位置付けるウェアラブル事業において、保育施設向け園
児⾒守りサービス「ココリン」を主⼒サービスとして展開しております。「ココリン」は、園児
の午睡時における⾒守りや体調変化の把握などを⽀援し、保育現場の安全性向上と業務負担の
軽減に貢献しております。 

このたび、当社は「ココリン」のさらなる普及拡⼤とサービス価値の向上を⽬的として、下
記の新サービスを開始することといたしました。 

また、新サービスの事業展開にあたり、その推進体制の強化を図るため、ラヴィベル株式会
社との業務提携を決定いたしましたので、併せてお知らせいたします。 
 

記 

 

１．「ココリン」の新展開 

（１）「ココリン」（保育施設向け 園児⾒守りサービス） 
保育施設における園児の体調管理・⾒守りを⽀援するサービスです。機能を拡充したバージ

ョンアップ版の開発を進めており、現在そのベータ版（試作版）が完成しております。2026 年
9 ⽉頃の正式リリースを予定しております。 

（２）「おうちでココリン」（家庭向け ⾒守りサービス） 
ご家庭での体調モニタリングを実現する、⼀般のご家庭向けのサービスです。ベータ版が完

成したことを受け、本年夏に実証実験を実施し、2026 年秋頃の製品リリースを予定しておりま
す。どなたにも⼿に取っていただけるよう、⼿頃な価格での提供を計画しております。 

 

２．業務提携について 

ラヴィベル株式会社は、⼦育て世代の Well-being をサポートする親⼦向け複合サービス施
設「おやこの世界をひろげるサードプレイス PORTO」を運営しており、利⽤登録会員数は
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10,250 世帯（2026 年 6 ⽉ 15 ⽇時点）となっております。同社が有する⼦育て世帯との接点を
活⽤し、「おうちでココリン」の実証実験等を実施することで、製品化に向けた検証を進め、早
期リリースを⽬指してまいります。 

また、2026 年６⽉ 17 ⽇付「ウェアラブル事業の新製品開発・事業展開の進捗に関するお知
らせ」にて公表いたしました「幼児・⼩学⽣向け熱中症対策製品（３歳から６歳の幼児および
⼩学⽣向け）」につきましても、2027 年の試験販売開始に向け、同社と連携して開発および事
業展開を推進してまいります。 

 

（ラヴィベル株式会社の概要） 

・会社名：ラヴィベル株式会社（lavieestbelle, Inc.） 

・代表者：代表取締役 佳⼭奈央 

・所在地：兵庫県神⼾市中央区⼋幡通 4-1-11 松⽵ビル 1F 

・設⽴：2019 年 7 ⽉（施設開業：2020 年 12 ⽉） 

・事業内容：親⼦向け複合サービス施設「おやこの世界をひろげるサードプレイス PORTO
（ポルト）」の運営（室内遊び場／⼀時保育／親⼦向けイベント 等） 

・利⽤登録会員数：10,250 世帯（2026 年 6 ⽉ 15 ⽇時点） 

・Website： https://portokobe.com/ 

・Instagram： https://www.instagram.com/porto_kobe/ 

 

３．成⻑戦略上の位置づけ 

当社は、乳幼児から⾼齢者までのライフステージ全体をカバーする体調モニタリング・熱中
症対策の製品群を、ウェアラブル事業の中核として育成してまいります。気候変動による熱中
症リスクの⾼まり、保育現場の ICT 化の進展などを背景に、関連市場は中⻑期的な拡⼤が⾒込
まれております。 

 
当社が関連する主な市場の規模と将来⾒通し（第三者調査・推計） 
熱中症予防製品市場（国内）：2025 年 約 743 億円（前年⽐約 3％増）。世界市場は 2023 年 約 98
億⽶ドル → 2030 年 約 133 億⽶ドルへ拡⼤の予測（年平均約 4.5％）。 
保育施設等の ICT 化関連市場（国内）：2018 年度 約 186 億円 → 2025 年度 約 382 億円（約 2
倍に拡⼤）。 

⾼齢者⾒守りサービス市場（国内）：2020 年 約 262 億円 → 2030 年 約 381 億円へ拡⼤の予測。 
（出典）熱中症予防製品市場（国内）：⽇本経済新聞（2025 年 5 ⽉、市場調査に基づく報道値）／同（世界）：QYResearch
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／⾼齢者⾒守りサービス市場：シード・プランニング。いずれも第三者が公表する市場全体の規模（推計・予測）であり、

当社の売上・販売⽬標または業績⾒通しを⽰すものではありません。数値は各調査の公表時点のものです。 
 
４．今後の⾒通し 
 各製品の開発・事業化の状況につきましては、進捗に応じ開⽰してまいります。なお、現時
点において本件が2027年３⽉期の業績に与える影響は軽微であると⾒込んでおります。今後、
開⽰すべき事項が⽣じた場合は速やかにお知らせいたします。 
 
【本件に関するお問合せ先】 
株式会社キムラタン 
〒650-0034 神⼾市中央区京町 83 番地三宮センチュリービル 13 階 
広報担当 Tel：078-806-8234  E-mail：info@kimuratan.co.jp 

以 上 


